







































































































明治5（1872） ・222 719 528　　　　　　　　　　　　　　　　　191　　　　　　　　　　　　　　73．43
？273
明治6（1873） ・226 869　　748 121　　　　　674　　　　　　　　　　　　　　　　　169　　　　　　　　　26　　　　77．56
　　　　？270
明治7（1874） ● 932 671　　　　　　　　　　　　　　　　　255　　　　　　　　　　6　　　　66．20
708
明治8（1875） ・239 952 701　　　　　　　　　　　　　　　　　249　　　　　　　　　　2　　　　73．63
7ユ7
明治9（1876） ・242 839　719 120　　　　　　607　　　　　　　　　　　　　　　　　232　　　　　　　　　　　　　　　72，35
　　　　　？308
明治10（1877） ● 810　　690 120　　　　　579　　　　　　　　　　　　　　　　231　　　　　　　　　　　　　　71．48
　　　　　？582
明治11（1878） ・244 714　　611 103　　　　　483　　　　　　　　　　　　　　　　23ユ　　　　　　　　　　　　　　67，65
　　　　　473
明治12（1879） ● 779　704 75 568 211 72．91
明治13（1880） ● 771　651 120　　　　　550　　　　　　　　　　　　　　　　221　　　　　　　　　　　　　　71．34
　　　　　578
明治14（1881） ・240 836　702 134 605 231 1　　72，37
明治15（1882） ・228 829　687 142　　　　　601　　　　　　　　　　　　　　　　228　　　　　　　　　4　　　　72，50
　　　　　600余　　　　　　229
明治16（1883） ・235 906　　727 179 659 247 4　　72．74
明治17（1884） ・234 864　　671 193 647 217 74，88
明治18（1885） ・232 866　　669 197 644 222 74．36
明治19（1886） ・230 952　　730 222 692 260 56，07
明治20（1887） ・230 1，005　　782 223 722 283 71．84
16 増 田 史郎亮
明治21（1888） ・231 11005 775 230 699 306 69．55
明治22（1889） ・248 1，054 795 259 701 353 66．51
明治23（1890） ・267 993 785 208 692 301 63，34
明治24（1891） ・270 11003 780 223 674 329 67．20
明治25（1892） ・300 917 719 198 620 297 67．61
明治26（1893） ・283 960 738 222 610 350 63，54
明治27（1894） ・254 663 462 201 283 380 42．68
明治28（1895） ・290 1，041 794 247 543 498 6 52．16
明治29（1896） ・277 1，296 959 337 706 590 54．48
明治30（1897） ・280 11314 969 345 711 601 2 54，11
明治31（1898） ・365 1，388 1，055　　333 824 562 2 59，36
明治32（1899） ・707 1，695 1，324　　371 1，144 540 11 67．49
明治33（1900） ・624 1，852 1，408　　444 1，246 12 577 17 67．28
明治34（1901） ・695 2，037 1，539　　498 1，288 20 714 15 63，23
明治35（1902） ・524 1，617 1，274　　343 1，064 2 542 9 65．80
明治36（1903） ・648 1，757 1，352　　405 1，138 30 588 1 64，77
明治37（1904） ・561 1，574 11068 18 487 1 67．85
明治38（1905） ・521 1，534 1158376
　，
1，093 17 423 1 71．25
明治39（1906） ・453 1，553 1，094　　459 983 12 555 3 63．30
明治40（1907） ・438 1，523 1109414
　，
994 16 512 1 65．27
明治41（1908） ・396 1，280 884 396 852 11 414 3 66．56
明治42（1909） ・370 1，290 868 422 839 50 398 3 65，04
明治43（1910） ・353 1，186 793 393 821 361 4 69．22
明治44（1911） ・316 1，127 760 367 818 309 72．58
難莞（1912）
・316 1，103 725 378 816 287 1 73．98
大正2（1913） ・336 1，190 793 397 882 302 6 74，12
大正3（1914） ・350 1，245 838 407 944 298 3 75．82
大正4（1915） ・333 1，200 805 395 927 269 4 77．25
大正5（1916） ・324 1，189 803 386 911 276 2 76．12











大正12（1923） ・370　　　　1，303　　875　　　　428 1，056 246 1　　81．04
大正13（1924） ●361　　　　1，367　　952　　　415　　　　　1，137　　　　　　　　　　　　　　228　　　　　　　　2　　　　83．17
　　　1，147　　　　　　　　　　　　　　　　937　　　　　　　　　　　　　　　　210　　　　　　　　　　　　　　81．69





● 1，195 1，026 169 85．85
日召禾［15（1930）
● 1，240 1，070 170 86．29
日召禾07（1932）
● LOOO 839 16ユ 83，90
日召禾口g（1934）
● 1，192 1，006 186 84。39
日召禾011（1936）







日三三024（1949） 845 768 77 90．88
日二三［i25（1950）
● 867 783 84 90．30
H三二i026（1951）
● 976 803 173 82．27
日召考i027（1952）
● 820 739 81 90．12
日二王028（1953）
● 852 779 73 90．43
日三三029（1954）
● 818 739 79 90．34
註
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
長崎大学教育学部　教育科学研究報告　第32号
『長崎県警察史　上』　昭和51年　p．1304～p．1305
『長崎県統計書』　明治36年
『長崎県警察統計書』　明治38年
『長崎市郷土誌』　大正7年
　以下の写真四葉は現在の新地町界隈を昭和61年7，月31日に撮影したものであるが，筆者
の体調がすぐれなかったため二女　明日香に代行させた。順序が逆になるが，来年度の紀
要には，昔の新地町の写真を掲載する予定である。これも，長崎華僑社会を考えるつての
一つにもなろうかという筆者の気持ちからである。
18 増　田　史郎亮
　付　　　記
　なお，筆者は先の拙稿を発表する際の前準備として，長崎華僑史の略年表を用意して，
原稿を書いていたが，今般，宮崎大学教育学部福宿孝夫・小沼新　両教官の「長崎華僑史
略年譜」が発表されたので，それを紹介し，参照しながら，著者流の略年表を次に掲げ，
長崎華僑史を窺うよすがともしたい。
　文久2（1862）年5月～7月幕府所有の千歳丸，上海との問に官営貿易を試みた。高杉晋
作，五代才助，中牟田倉之助らと長崎の中堅層の商人，総員51人乗り込む。（一説，文久
元年）。
　この年の長崎在留白人80人の内訳は米37人，英31人，蘭5人，葡4人，仏2人，露1人。
　慶応元（1865）年　在留白人151人の内訳は英66人，米33人，蘭26人，仏11人，独10人，
葡3人，露2人。
　明治元（1868）年　12月　新地，外人居留地に編入される。この年，唐人屋敷の処分が開
始され，唐館在留の清国人は広馬場・新地臥所へ進出する。この年，神戸の清国人240人，
大阪21名。
　明治3（1870）年　この年，海岸通雑居地居留の復興欄内に福建公所（はじめは八閾公所
と称する）成立。3月，火災で唐人屋敷ほとんど焼失。
　明治4年（1871）年　6月～10月長崎と上海・香港・ウラジオストク問の海底電線開通。
　明治7（1874）年　この年，在阪清国人，300人に達す。長崎経由で来覆した行商雑業多し。
　明治10（1877）年　9月　清国度門よりコレラ，長崎に上陸，10月にかけ全国各地に流行。
長崎港に女神避病院を設立。
　明治11（1878）年　清国領事館，大浦海岸通り2番に開設される。
　明治13（1880）年　この年，在留清国人数，横浜2，172名，長崎549名（筆者によれば
「長崎華僑時中小学校」沿革小史その一補遺（一） 19
550名），神戸516名，大阪115名，雑居地に定住。
　明治14（1881）年　この年　不景気，清国向輸出頓座。
　明治17（1884）年　清仏戦争のため，清国向海産物暴落し海産物商損害被るも，漸次回復。
　明治18（1885）年　この年，呉錦堂，長崎に来，22年神戸に移る。
　明治19（1886）年　8月　清国北洋艦隊（提督丁汝昌）の水兵，飲酒暴行して日本警官と
乱斗し，双方死傷者を出し，3年後，双方から死傷者に弔慰金を贈呈する事で問題落着。
この年，長崎・天津間の航路開設。
　明治24（1891）年　6月　清国北洋艦隊，長崎経由して神戸へ。
　明治27年（1894）年　7．月　長崎・上海就航の日本汽船，運航停止。日清間の危機切迫し，
長崎在留の清国商人ら諸貨物の投げ売りなどをして帰国の準備を急ぐ。新地華僑街に火災，
焼失23戸，広馬場町に火災，焼失12戸（帰国旅費に窮した清国人が火事場泥棒をたくらみ
空地に放火したもの）。8月　日清戦争，長崎駐在の清国領事館，国旗を降ろす。張領事，
在留清国人の保護を米国領事に託して，家族・館員とともに英国汽船で引き揚げる。長崎
県，取締まりと保護のため，在留清国人の登録を実施（外国人登録の初め）。
　明治28（1895）年　1．月　本国に引き揚げた清国人，再び長崎に帰着し始める（5月の初
めには400人を超え，清国向け石炭輸出も上向く）。4月　日清講和条約，三国干渉。この
年から日露戦争にかけ阪神清商の黄金時代。
　明治31（1898＞年3月～7月独（膠州湾），露（旅順・大連），英（九龍半島・威海衛）
を租借。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和61年10月31日受理）
